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点

睛

「年金は下げられ」「物価は高騰」「コロナは高止まり」の中、日夜の奮闘ごくろうさまです
「ねんきん越谷」一年間購読有難うございました 年金者組合越谷支部：執行委員会／編集委員会

発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
産
化

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
を

２０２２年

２９５号
１２月２１日（水）

11
月
28
日(

月)

曇
り
空
の
南
越

谷
駅
南
口
に
、
吉
田
健
治
、
長
谷

川
昌
弘
、
古
川
正
治
、
足
立
秀
機
、

五
十
嵐
光
範
、
橋
本
勇
夫
さ
ん
の

男
性
６
人
が
集
合
。
「
今
回
は
男

性
中
心
で
良
か
っ
た
？
」
と
強
が

り
。９

時
05
分
南
越
谷
駅
を
出
発
。

南
浦
和
駅
で
京
浜
急
行
線
に
乗

り
換
え
、
東
十
条
駅
で
下
車
。

古
川
さ
ん
以
外
は
「
初
め
て
降

り
た
駅
」
と
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
。

古
川
さ
ん
は
60
年
前
、
若
い
時

２
年
間
生
活
し
た
街
。
60
年
前
の

記
憶
は
な
く
し
て
い
た
、
そ
れ
ほ

ど
街
並
み
は
変
わ
っ
て
い
た
。

名
主
の
滝
公
園
へ
。
滝
の
水
は

な

ぬ

し

枯
れ
て
い
た
。
10
時
の
時
報
が
鳴

る
と
滝
の
水
が
流
れ
て
き
た
（
写

真
参
照
）
。
水
は
ポ
ン
プ
で
汲
み

上
げ
て
流
し
て
い
た
と
し
て
も
６

人
は
満
足
し
て
拍
手
。
途
中
王
子

駅
近
く
で
酒
マ
ン
、
ア
ツ
ア
ツ
を

食
べ
た
。
古
川
、
足
立
、
長
谷
川

さ
ん
は
お
土
産
を
購
入
。
飛
鳥
山

公
園
で
は
園
内
を
一
周
し
、
紅
葉

を
楽
し
ん
だ
。
記
念
館
や
施
設
は

休
館
で
支
出
が
ゼ
ロ
で
良
か
っ
た
？
。

公
園
内
の
テ
ー
ブ
ル
付
き
の
ベ

ン
チ
に
６

人
が
掛
け
、

早
め
の
昼

食
交
流
会
。

五
十
嵐
さ

ん
の
缶
ビ
ー

ル
、
料
理
、

吉
田
さ
ん

の
家
庭
料

理
、
足
立
さ
ん
の
デ
ザ
ー
ト
、
橋

本
さ
ん
の
茹
で
た
「
む
か
ご
」
が

加
わ
り
会
話
の
人
世
論
は
長
時
間

続
い
た
。
こ
こ
で
も
男
性
中
心
の

会
話
は
時
間
を
忘
れ
さ
せ
た
。
風

も
な
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
の
も

と
旧
古
川
庭
園
。
高
齢
者
は
70
円

で
入
園
。
私
以
外
は
旧
古
河
庭
園

は
初
め
て
訪
れ
た
と
の
事
。

秋
の
バ
ラ
園
は
手
入
れ
が
良
い

の
で
綺
麗
。
庭
園
の
樹
木
の
紅
葉

に
心
を
奪
わ
れ
た
。
庭
内
を
一
周

し
都
内
の
静
か
さ
を
堪
能
し
た
。

帰
路
は
茶
店
も
休
業
や
廃
業
で

ご
苦
労
さ
ん
会
は
中
止
。

上
中
里
駅
か
ら
全
員
が
座
っ
て

帰
宅
。
風
も
な
く
1
万
歩
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
終
了
。

（
吉
田
健
治
）

11
月
27
日
（
日
）
13
時
、
越
谷

社
会
保
障
推
進
協
議
会
第
14
回
総

会
が
、
宮
下
文
子
（
年
金
者
組
合

会
計
監
査
）
議
長
の
も
と
で
進
行

し
ま
し
た
。
斎
藤
裕
会
長
が
挨
拶

と
活
動
報
告
、
方
針
（
案
）
を
報

告
。
佐
伯
会
計
が
会
計
報
告
、
予

算
（
案
）
を
報
告
。

質
疑
討
議
で
は
、
吉
田
支
部
長

が
年
金
者
組
合
の
活
動
報
告
と
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
立
の
署

名
の
協
力
と
今
後
の
運
動
に
つ
い

て
報
告
し
、
３
月
の
議
会
に
要
請

し
実
現
を
目
指
し
ま
す
、
そ
し
て

民
主
団
体
、
社
保
協
、
市
議
団
と

協
力
し
、
運
動
を
強
化
し
ま
す
、

と
報
告
し
ま
し
た
。

(

吉
田
、
広
瀬
、
宮
下
、
大
滝
、

五
十
嵐
、
不
破
、
千
葉
、
飛
山
ま

す
み
、
西
尾
、
森
が
参
加)

総
会
終
了
後
、
柴
田
治
氏
（
認

定
補
聴
器
技
能
者
）
が
講
演
「
補

聴
器
を
効
果
的
に
使
用
す
る
に
は
」

を
行
い
２
時
間
の
熱
弁
で
実
例
を

示
し
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。補

聴
器
は
「
耳
か
け
型
、
耳
あ

な
型
、
そ
の
他
」
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
高
額
な

の
で
機
器
選
定
時
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
ま
ず
は
試
し
て
み
る
事
（
こ

れ
が
宝
の
持
ち
腐
れ
を
な
く
し
ま

す
）
。
補
助
金
の
助
成
は
国
民
の

協
力
と
理
解
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
運
動
の
強
化
と
議
員
の

協
力
が
大
事
で
す
。

補
聴
器
は
世
界
中
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
60
万
個
か

ら
前
進
し
て
い
ま
せ
ん
。
署
名
と

宣
伝
、
運
動
を
広
げ
世
論
を
動
か

す
こ
と
が
行
政
を
動
か
し
ま
す
。

質
問
は
多
種
多
様
で
20
分
間
で

10
名
が
生
活
実
態
を
ふ
ま
え
質
問

し
ま
し
た
。
柴
田
さ
ん
は
最
後
ま

で
丁
寧
に
説
明
し
く
れ
ま
し
た
。

（
吉
田
健
治
）

第
64
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

都
内
の
３
つ
の
公
園
は

静
か
に
紅
葉
し
て
い
た

２
０
２
２
年
も
後
わ
ず
か
で
す
が
、
世
界
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
戦
争
、
大
干
ば
つ
、
冠
水
被
害
、
山
火
事
、

火
山
噴
火
等
々
い
ろ
ん
な
事
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
27
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
）
が
開
催
さ
れ
、
先
進
国
が
当
初

難
色
を
示
し
た
「
地
球
温
暖
化
に
よ
り
損
失
と
被

害
に
対
す
る
補
償
に
繋
が
る
基
金
」
の
設
立
に
初

め
て
合
意
を
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
年
も
日
本
は
、
「
化
石
賞
」
と

い
う
不
名
誉
な
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

岸
田
政
権
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
と
し
て
、
原

発
の
再
稼
働
・
新
設
方
針
を
突
然
打
ち
出
し
ま
し

た
。福

島
原
発
の
廃
炉
作
業
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処

理
に
対
し
、
10
年
以
上
経
っ
て
も
未
だ
に
処
理
方

針
が
確
立
し
な
い
中
、
国
民
的
合
意
を
得
て
進
め

る
の
で
は
無
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
だ
か
ら
と
、

安
易
に
原
発
に
頼
る
場
当
た
り
的
政
策
し
か
打
ち

出
せ
な
い
政
府
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
ま

と
も
な
政
策
は
打
ち
出
せ
ま
せ
ん
。

世
界
の
ど
こ
か
で
戦
争
が
始
ま
る
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
全
面
的
輸
入
に
頼
る
今
の
日
本
は
、
輸

入
に
頼
る
時
代
を
終
わ
り
に
し
、
自
国
に
よ
る
自

給
自
足
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
な
い
と
日
本

の
将
来
に
希
望
が
持
て
ま
せ
ん
。

今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
等
の
輸
入
で
中
国
に

買
い
負
け
を
し
て
し
ま
い
、
思
う
よ
う
な
輸
入
が

で
き
な
い
状
況
で
す
。

日
本
で
は
原
発
に
頼
る
の
で
は
無
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
世
界
第
３
位
の
地
熱
が
あ
り
、
地
熱
発
電
・

小
水
力
発
電
・
太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電
等
を
全

国
至
る
所
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
発
電
所

が
止
ま
り
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
な
る
心
配
も
無
く

な
り
ま
す
。

今
こ
そ
地
場
産
業
を
活
性
化
し
日
本
全
体
を
元

気
に
し
、
化
石
燃
料
か
ら
脱
却
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
大
転
換
を
す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
和
田
幸
雄
）

越
谷
社
保
協

総
会
と

講
演
「
補
聴
器
を
効
果
的

に
使
用
す
る
に
は
」


